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1. 序論 

洪水時のダム貯水池への流入量は，堤体付近で測られた 1 点の水位時系列データから求まる貯留量(H-V 関係)と

ゲートの式から求まる放流量との連続関係から算出され管理されている．しかし，この手法では，貯水池内の流動

に伴う水位・流量ハイドログラフの伝播や変形について考慮されていない．塚本ら 1) 2)は草木ダムとその上下流河川

において水面形時系列を観測し，これに基づいた洪水流解析を行うことにより，ダム流入量や放流量を算定し，ダ

ム貯水池内の流動を明らかにした．しかし，貯水池形状の異なるダムや規模の異なる洪水に対する検討は十分に行

われていない．本研究では温井ダムとその上流河川において平成 27 年 8 月洪水を対象に観測水面形時系列データ

を再現できる解析モデルの構築を行う．そして，既往最大洪水である平成 17

年 9 月洪水と平成 27 年 8 月洪水について構築した解析モデルを適用し，貯水

池内の流動の違いについて比較する． 

2. 洪水概要・解析条件 

平成 27 年洪水は，ダム流入量がピークで 260m³/s であったのに対し，平成 17

年洪水は流入量がピークで 580m³/s と約 2 倍の規模の洪水である．平成 27 年

8 月洪水では，図-1に示すように黒滝観測所(6.3km)からダム堤体までの区間

で縦断的に水位計が設置され計測されている．平成 17 年 9 月洪水では貯水位と

黒滝観測所の水位が観測されている．解析法はダム貯水池内で鉛直方向流速が小

さいと考えられるため，静水圧分布を仮定した内田・福岡の底面流速解析法 3）を

用いた．平成 27 年洪水については，上流端に黒滝観測所の水位ハイドログラフ，

下流端にダム地点の観測水位ハイドログラフを与え，平成 17 年洪水は上流端に

H-V 関係から求まる流入量，下流端にダム地点の観測水位ハイドログラフを境界

条件として与えた．平成 27 年洪水の粗度係数は，観測水面形の時系列を再現する

よう設定し，平成 17 年洪水では，平成 27 年 8 月洪水で決定した粗度係数を準用

した．地形データは，平成 27 年 8 月洪水は平成 26 年，平成 17 年 9 月洪水は平成

17 年の横断測量データを解析に取り入れた． 

3. 解析結果 

図-2 は，平成 27 年洪水と平成 17 年洪水において，観測された水位と流量に遅れ時間が生じており，前者は 3 時

間，後者は 15 時間であることを示す．図-3(a),(b)は平成 27 年洪水における観測水面形と解析水面形の比較を示

 

･･･水位観測所 ･･･簡易水位計設置位置･･･貯水位

flow

図-1 平成 27 年 8月洪水における水

位観測状況 

図-3(a)ダム貯水池内(4.8km～3.0km)の水面形の時

系列(平成 27 年) 

 

図-3(b)ダム上流河川(6.3km～4.8km)の水面形の時

系列(平成 27 年) 
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図-2 平成 27 年洪水と平成 17 年

洪水の概要 
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す．5.83km の水位計は零点高に問題があったため検討から除いている．図-

3より解析水面形の時系列は観測水面形の時系列を再現している．図-4は，

破線で平成 27 年洪水の観測水面形を用いた H-V 関係から求まる流入量，実

線は図-3 の解析水面形から得られる流入量を示す．図-4 より，解析流入量

は，H-V関係から求まる流入量よりも若干大きく計算されている． 

次に，貯水池内の流動について分析する．矢野ら 4)は実験的検討から水位波

形の変形に応じて湛水領域，遷移領域，上流領域の 3 領域に

分類し，遷移領域は湛水領域と上流領域の間に位置し，湛水

領域と上流領域の水位波形を有する領域として定義した．図

-4より流量ピークは 14:30 であり，このときの図-3(a)の水面

形において，4.1km～4.8km は遷移領域となっている． 4.1km

～4.5km では堤体付近の水位に比べて水位が低くなってい

る．これは，ダム上流河川からの慣性力を持った流れが貯水

池内へ流入することで大きな運動エネルギーが生じるためで

ある． H-V 関係では貯水池内の水位が水平であると仮定して

おり，遷移領域の水位低下について考慮されていない．ここ

では，流量ピーク時において，堤体付近の水位に比べて遷移領域内の水位

が低くなる領域に着目する．図-5は平成 17 年洪水におけるダム貯水池内

の解析水面形を示す．図-3(a)と同様に水位が低下する領域では流量ピー

クである 12 時間後に貯水位よりも水位が低くなっている．平成 17 年洪

水では平成 27 年洪水よりも遷移領域での水位と貯水位との差が大きくな

っている．また，水位が低下する領域は 2 つの洪水においてほとんど変わ

らなかった．この要因は，水位が低下する領域において平成 17 年洪水と

平成 27 年洪水は，流量規模や河床高が異なるが，流量ピーク時の貯水位

がほぼ同様であったことから，水位が貯水位よりも低くなる区間は変わ

らなかったことが推測される．これらのことから，流量規模が約 2 倍異な

っても，貯水位が同程度であれば水位が低下する領域の区間はほとんど

変わらないことが分かった． 

図-6は，平成 27 年洪水と平成 17 年洪水の解析流量ハイドログラフの比

較を示す．図-6 より，上流からの流量を低減させて貯留する時間（図-6

中の t1）が平成 17 年洪水の方が長くなっている．そのため，図-2で示し

たように，平成 17 年洪水は平成 27 年洪水よりも水位と流量のピークの間に大きな遅れ時間が生じたものと考えら

れる．また，両洪水ともダム上流河川（5.4km～4.58km）ではほとんど波形を変えずに流下し，4.58km より下流か

ら波形が変形し始め,水深や川幅が大きく変化する 2.1km から 1.2km の区間では流量ハイドログラフが大きく低減

されている．  

4. まとめ 

本研究では平成 27 年 8 月洪水と平成 17 年 9 月洪水において流量規模の違いによる貯水池内の流動の違いについ

て分析した．流量規模が大きくなることにより，遷移領域での水位低下が大きくなること，水位と流量のピークの

遅れ時間に差が生じることを示した．また，洪水規模が約 2 倍異なっていても，貯水位が同程度であれば湛水域は

それほど変化しないため，水位が低下する領域の発生位置は変わらないことが分かった．  
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図-5 ダム上流河川(6.3km～4.8km)の水面形の時系列

(平成 17 年) 
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